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Use of “my rubrics” in oral presentation classes
Kiyonori UCHIYAMA














































































































週 授　業　内　容 週 授　業　内　容




3 発表観点からルーブリック作成 10 マイル―ブリック作成　発表③準備
4 ルーブリックを用いて発表①の自己評価・相互評価 11 発表③　自己評価・相互評価
































































































































































































































































リン 内容（30） 表情（15） 声の大きさ（15） 態度（20） アイコンタクト（20）
ソヨン 内容（30） 表情（25） スピード（20） 文法（15） 発音（10）
チン 内容（25） 態度（25） 文法（10） ことば（15） アイコンタクト（25）
コウ 内容（30） 表情（15） ことば（20） 発音（20） アイコンタクト（15）
ギ 内容（30） 面白さ（10） 発音（25） 文法（15） ことば（20）




























内容 面白さ 表情 声の大きさ 態度
A A B A B
文法 ことば スピード アイコンタクト 発音








































































内容 面白さ 表情 声の大きさ 態度
A B B A A
文法 ことば スピード アイコンタクト 発音
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